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言
語
教
育
が
依
拠
す
る
文
化

に
、「
大
文
字
の
文
化
（
社
会
に

具
体
的
に
生
み
出
さ
れ
る
芸
術
・

文
学
・
科
学
等
。人
文
主
義
的
）」、

「
小
文
字
の
文
化
（
単
一
文
化
の

中
で
育
っ
た
人
に
と
っ
て
は
自

明
で
、無
意
識
に
従
っ
て
い
る
習

慣
・
世
界
観
・
行
事
・
人
々
の
行
動
・
生
活
様
式
等
。人
類
学
的
）」が

あ
る（H

ouse,1973

）。

　

文
化
的
習
慣
と
思
考
・
価
値
観
と
の
関
連
は
、例
え
ば
挨
拶
に
表
れ

る
。日
本
人
は
、直
に
話
題
の
核
心
に
触
れ
ず
、天
気
の
話
を
し
が
ち
だ
。

天
気
は
話
を
始
め
る
の
に
安
全
な
共
通
話
題
だ
。ま
た
神
道
に
お
け
る

自
然
と
一
体
と
な
る
思
考
が
、挨
拶
の
よ
う
な
日
々
の
行
動
に
も
表
れ

る
。か
つ
て
中
国
で
は
「
食
べ
ま
し
た
か
」と
挨
拶
し
た
。貧
し
い
時
代

に
相
手
を
心
配
す
る
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
。衣
食
住
に
足
り
る
現
在

で
は「
你
好
」を
使
う
。各
民
族
や
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
持
つ
た
め
、

言
語
に
お
い
て
も
非
言
語
に
お
い
て
も
違
い
が
生
ま
れ
る
。文
化
な
し

に
言
語
理
解
は
深
ま
ら
な
い
。

　

世
界
で
の
日
本
語
学
習
者
の
数
は
、日
本
の
高
校
生
数
を
上
回
る
。学

習
者
・
教
師
・
機
関
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、動
機
と
し
て
は
趣
味

が
目
立
つ
。中
国
で
日
本
語
学
科
を
開
設
し
て
い
る
大
学
は
5
0
6
校

で
、日
本
語
学
科
は
11
番
目
に
大
き
な
学
科
で
あ
る
。近
々
発
行
予
定
の

『
日
本
語
専
攻
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』で
は
、自
国
を
知
り
、語
り
、

自
国
文
化
を
発
信
す
る
能
力
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、日
本
理
解

の
み
に
力
点
を
置
く
方
針
か
ら
の
転
換
が
見
ら
れ
る
。語
学
は
異
文
化

交
流
の
た
め
の
重
要
な
道
具
だ
が
、自
動
的
に
異
文
化
理
解
に
繋
が
る

わ
け
で
は
な
い
。大
連
理
工
大
学
の
日
本
語
教
育
は
、文
法
の
説
明
に
も

文
化
的
な
視
点
を
と
り
入
れ
、中
日
教
員
に
よ
る
共
同
授
業
や
日
本
の

大
学
と
の
遠
隔
教
育
も
行
っ
て
い
る
。

　

提
携
大
学
と
の
国
際
交
流
に
は
、外
国
を
鏡
と
し
て
自
ら
の
文
化
を

具
体
的
に
見
る
と
い
う
意
義
が
あ
り
、そ
れ
が
自
文
化
の
長
所
・
魅
力
・

価
値
を
発
見
し
、高
め
る
契
機
と
な
る
。文
化
の
発
信
に
は
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
、異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

言
語
教
育
と
異
文
化
理
解
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。異
文
化
理
解

に
は
交
流
、寛
容
、尊
重
、理
解
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

中
国
で
の
文
化
産
業
を
め
ぐ

る
議
論
の
始
ま
り
は
二
〇
〇
三

年
で
あ
っ
た
。文
化
に
は
三
種
類

あ
る
。①
手
で
触
れ
、目
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
（
文
学
、美
術
、

建
築
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
）。

②
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
思

想
、道
徳
、価
値
観
、宗
教
、民
族
）。③ 

人
々
の
行
為
を
規
範
す
る
制
度
。

こ
の
う
ち
、①
が
製
品
と
し
て
成
り
立
ち
、消
費
す
る
こ
と
が
可
能
な

「
文
化
産
業
」と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
の
文
化
産
業
は
近
年
成
長
が
著
し
い
。二
〇
〇
六
年
か
ら

二
〇
一
五
年
で
売
上
高
は
五
倍
に
伸
び
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
三
・

八
二
％
で
あ
る
。し
か
し
一
人
あ
た
り
で
計
算
す
る
な
ら
ば
米
独
日
英

よ
り
ま
だ
低
い
。二
〇
一
六
年
に
は
、新
し
い
業
態
が
急
速
に
発
展
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
分
野
が
前
年
比
三
〇
・
八
％
増
で
あ
っ
た
ほ
か
、

文
化
産
業
に
従
事
す
る
中
堅
企
業
の
役
割
に
も
高
ま
り
が
見
ら
れ
た
。

文
化
産
業
へ
の
投
資
規
模
も
拡
大
し
、政
府
投
資
以
外
に
民
間
資
本
が

こ
の
分
野
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。資
本
が
入
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
、こ
の
分
野
の
利
益
率
が
高
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
の
中
国
の
文
化
政
策
の
変
遷
を

見
る
と
、従
来
の
文
化
製
造
物
の
加
工
製
造
か
ら
、対
外
的
な
貿
易
に
重

点
が
移
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
は
大
企
業
の
み
を
政
策
論
の
射
程
に
入

れ
て
き
た
が
、他
国
の
例
に
倣
い
、中
小
零
細
企
業
に
も
注
目
す
る
方
向

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。二
〇
二
〇
年
ま
で
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
文
化

産
業
の
割
合
を
五
％
に
す
る
計
画
が
あ
る
が
、G
D
P
自
体
が
拡
大
し

て
い
る
た
め
に
厳
し
い
。そ
の
為
、他
の
関
連
産
業
と
組
み
合
わ
せ
、文

化
産
業
の
構
造
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。文
化
産
業
の
発
展
に
は

四
つ
の
環
境
が
影
響
す
る
。講
演
で
は
文
化
産
業
分
野
ご
と
の
規
模
と

特
徴
、そ
の
原
動
力
と
な
る
四
要
素
を
示
し
た
が
、そ
の
一
つ
の
要
素
で

あ
る
政
策
の
後
押
し
に
「
一
帯
一
路
」が
あ
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、文
化
は
人
々
の
心
を
一
つ
に
す

る
と
同
時
に
、差
異
を
も
つ
点
に
特
徴
が
あ
る
。そ
の
為
、数
値
的
な
評

価
の
み
な
ら
ず
、最
終
的
に
世
界
全
体
の
人
が
一
緒
に
共
通
の
理
想（
幸

せ
や
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
）を
打
ち
立
て
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、最
も
重
要
で
あ
る
。

　

清
華
大
学

熊 

澄
宇

大
連
理
工
大
学

由 

志
慎

●
大
連
理
工
大
学
外
国
語
学
院
准
教
授
，
日
本
語
教
育
研
究
所
副
所
長
。
研
究
分
野
は
中
日
言

語
対
照
研
究
，
教
材
開
発
，
授
業
デ
ザ
イ
ン
。
中
国
遼
寧
省
の
優
秀
リ
ソ
ー
ス
科
目
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
総
合
日
本
語
』の
代
表
者
で
，日
本
語
副
専
攻
コ
ー
ス
の
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
育
の
責
任
者
で
あ
る
。『
新

総
合
日
本
語　

基
礎
日
語（
第
一・
二
冊
）』，『
標
準
日
本
語
発
音
』
な
ど
の
日
本
語
教
科
書
を
出

版
し
て
い
る
。

 Profile
 由 志慎

異
文
化
理
解
と
日
本
語
教
育

YOU, Zhishen

中
国
の
文
化
産
業
の
発
展
と

政
策
の
方
向

●
清
華
大
学
教
授
。
国
家
文
化
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
。
米
国
ブ
リ
ン
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
に
て

博
士
号
取
得
。
専
門
は
，
学
際
的
な
戦
略
研
究
。
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
共
同
勉
強
会
の
招

待
を
受
け
、
文
化
産
業
の
発
展
戦
略
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
ほ
か
，
一
帯
一
路
国
民
文
化
産
業
企
画

な
ど
の
国
家
社
会
科
学
基
金
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
。
著
書
に『
世
界
の
文
化
産
業
研
究
』、『
文

化
産
業
研
究
：
戦
略
と
対
策
』、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
4.0
：
中
国
社
会
の
構
築
に
向
け
る
新

対
策
』
等
、
多
数
。
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